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本日の内容

◆大規模災害から得た教訓と医療提供体制の整備

-災害時における病院の役割

-求められる医療機関などの連携とコーディネート

◆大規模災害時における病院の限界

◆災害対策の啓発は活きているか？



1995年1月17日。。。

「防ぎえた災害死」を防ぐ
災害医療における最大の目標

死者約6500人のうち、約500人が防ぎえたとされる



災害対策についての近年の政策的な取組み

〔主な大規模災害〕
平成７年 阪神淡路大震災

…
平成23年 東日本大震災

…
平成28年 熊本地震
平成30年 大阪府北部地震

北海道胆振東部地震
その他複数の豪雨・台風 など

医療体制全体における政策的な取組みの例
◆ 災害拠点病院
◆ 広域災害・救急医療情報システム
◆ 災害派遣医療チーム(DMAT)・精神医療チーム(DPAT)
◆ 業務継続計画(BCP)、防災マニュアル策定、訓練
◆ 耐震化、備蓄などのインフラ

（在宅呼吸療法患者用の電源装置整備を含む）
◆ 災害対策本部におけるコーディネート体制
◆ 保健所機能の強化
◆ 搬送体制・連携など
◆ 感染症対策との両立



災害時における医療体制、病院の役割

災害拠点病院
● 災害時においても、重篤な救急患者の救命医療を行うための高度の診療機能を有すること
● 患者等の受入れ、搬出を行う広域医療搬送に対応すること
● 自己完結型の医療チーム（DMATを含む）の派遣機能を有すること
● 被災しても、早期に診療機能を回復できるよう、業務継続計画の整備を含め、平時からの備え
を行っていること



災害時における医療体制、病院の役割

災害時に拠点となる病院以外の病院
● 災害時には、拠点となる病院とともに、その機能や地域における役割に応じた医療の提供に
努めること

● 被災しても、早期に診療機能を回復できるよう、業務継続計画の整備を含め、平時からの備え
を行っていること



大阪母子医療センター
（総合周産期母子医療センター）



在宅医療の体制構築においても
災害対策が求められている

～「在宅医療の体制構築に係る指針」より引用～

➢ 災害時においても、
医療機関間や訪問看護事業所間等、
また、医療機関、薬局、訪問看護事業所、居宅介護支援事業所等の関係機関間、
さらに、市区町村や都道府県との連携が重要になることから、
「在宅医療に必要な連携を担う拠点」等において、平時から連携を進める
とともに、国が策定した手引きや事業等も活用しながら、
業務継続計画（BCP）の策定を推進すること。

➢ 在宅医療において積極的役割を担う医療機関（在宅療養支援診療所・病院など）は、
災害時等にも適切な医療を提供するための計画（人工呼吸器等の医療機器を
使用している患者の搬送等に係る計画を含む。）を策定し、
他の医療機関等の計画策定等の支援を行うこと

引用）疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について（医政地発0629第３号 令和５年６月29日）



2012年

Minimum Standards for Child Protection 
in Humanitarian Action（CPMS）



政策として求められていること（例）
➣成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針（令和５年３月22日改定）

６ 災害時等における支援体制の整備

・災害時等における授乳の支援や液体ミルクをはじめとする母子に必要となる物資の備蓄及び活用を推進する。

・地方公共団体において、乳幼児、妊産婦、発達障害児、医療的ケア児等の要配慮者に十分配慮した防災知識
の普及、訓練の実施、物資の備蓄等を行うとともに、指定避難所における施設・設備の整備に努め、災害からこ
どもを守るための関係機関の連携の強化を図る。

・医療的ケア児等の医療機器を使用する要配慮者への対応について、地方公共団体は、あらかじめ医療、保健、
福祉等の関係者と連携を図るとともに、必要に応じて避難所における生活環境の整備に努める。

・都道府県は、災害時小児周産期リエゾンの養成・配置並びに平時からの訓練及び災害時の活動を通じて、地域
のネットワークを災害時に有効に活用する仕組みを確立し、災害時には、被災地域における患者搬送や医療従事
者の支援等を円滑に行うことができる体制を構築する。



令和６年１月１４日（日）１４時００分現在の情報

引用：石川県ホームページ 第21回災害対策本部員会議資料（令和6年1月14日（日)16時00分）
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/saigai/202401jishin-taisakuhonbu.html#honbu

こどもは どこに？
こどもは 困っていない？
こどもは これからどうする？

こどもは、圧倒的マスの成人領域と比較して、
いる場所、必要な支援、必要なタイミングが、
異なっている



こどもたちに輝かしい未来と夢を届け、
こどもたちの代弁ができる小児科医として

災害時に「誰も取り残さない！」、ための備えを



大規模災害時、個々の病院では対応に限界
[大阪府における平時の医療体制]

引用）大阪府第8次医療計画



引用：厚生労働省ホームページ 小児・周産期医療について
URL：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912.html

小児・周産期領域のことを分かってもらい、
適切に取り組めるよう



大規模災害時、個々の病院では対応に限界

災害時小児周産期リエゾンによるコーディネート機能

引用）大阪産婦人科医会HPより
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防災関連機関
による活動の

想定タイムライン
（南海トラフ地震時）

出典：内閣府 防災情報のページ
南海トラフ地震防災対策
https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/

令和６年能登半島地震
のように、季節/天候、
交通状況/距離などに
より、想定よりも大幅
に支援が遅れる可能性

もある。



防災の三助

自助 共助 公助



自助 共助 公助

【災害時における市町村の対応】
引用・一部改編：市町村のための人的応援の受入に関する受援計画作成の手引き

（令和３年６月内閣府）

災害時は、
もちろん自治体も大変です



➣厚生労働科学研究（成育疾患克服等総合研究事業）
「東日本大震災被災地の小児保健に関する調査研究班」（研究代表者 呉繁夫）
総合研究報告書（平成27年３月）

大規模災害後の小児医療の復旧までの道のり
（東日本大震災を例に）

×ほとんどゼロ
△普段の半数以下
○半数以上
◎普段通り

【アンケート調査】
対象：岩手県、宮城県、福島県に存在する

小児科標榜医療機関（1,080施設）

回答：468施設（43.3％）
うち 沿岸部：119施設

内陸部：349施設

  復旧状況を自己評価→平均復旧時期を図示



出典：第21回救急・災害医療提供体制等の在り方に関する検討会 資料５
URL：https://www.mhlw.go.jp/content/10802000/000661209.pdf



災害時に生じ得る医療機関への影響（例）

建物等
・倒壊
・床崩落
・陥没
・ガラス破損
・転倒/転落

人
・外傷
・心理的影響
・出退勤困難
・混乱…本部、スタッフ、患者/家族

水
・医療用(透析など含む)
・調理/調乳
・沐浴/入浴
・トイレ

電気
・手術、帝王切開、分娩
・医療機器（人工呼吸器、透析）
・空調
・エレベーター
・調理等

物流
・医療器材
・医療ガス
・衛生材料
・医薬品
・食材、人工乳
・衣類



災害時に生じ得る医療機関への影響（例）

建物等
・倒壊
・床崩落
・陥没
・ガラス破損
・転倒/転落

人
・外傷
・心理的影響
・出退勤困難
・混乱…本部、スタッフ、患者/家族

水
・医療用(透析など含む)
・調理/調乳
・沐浴/入浴
・トイレ

電気
・手術、帝王切開、分娩
・医療機器（人工呼吸器、透析）
・空調
・エレベーター
・調理等

物流
・医療器材
・医療ガス
・衛生材料
・医薬品
・食材、人工乳
・衣類

実害

＋不安

診療困難

病院避難

部門避難



実害

＋不安

診療困難

病院避難

部門避難

災害時に生じ得る医療機関への影響（例）

病院避難の例
・東日本大震災 …原発、浸水、停電
・茨城県豪雨災害 …浸水
・熊本地震 …倒壊リスク
・令和元年台風19号…河川氾濫リスク

多大な

医療資源

とリスク

防ぎえる死亡・

二次障害

の低減

入院患者に
退院を依頼する
ことも！！



はたして。。。

全ての守りたい人々を守り、
「防ぎえた災害死」を防ぐことができるのか

多くの住民や患者の方々が医療機関に集まった時に



【直近20年間における震度５強以上の地震】

“遠い先の話”“よその地域の話”？

2004年6月6日～2024年6月6日

南海トラフ沿いの地域で、マグニチュード8～9クラスの地震が
30年以内に発生する確率

（2022年1月1日現在 地震調査研究推進本部地震調査委員会）

70～80％

出典：内閣府 防災情報のページ
南海トラフ地震防災対策
https://www.bousai.go.jp/jishi
n/nankai/

いつもお伝え
していること



南海トラフ巨大地震の被害想定

出典：内閣府 防災情報のページ 南海トラフ地震防災対策
https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/

東日本大震災
2万2,318名

（震災関連死を含む）
*2023年3月時点

直接死

• 窒息・圧死

• 焼死

• 溺死

• 外傷性ショッククラッシュ

• クラッシュ症候群

間接死（災害関連死含む）

• 基礎疾患の増悪

• 廃用症候群

• 避難所における感染症罹患など

●東日本大震災
直接：間接＝５：１

●熊本地震
直接：間接＝１：４



（ご参考）ハザードマップ

出典：地震ハザードステーション J-SHIS 国立研究開発法人 防災科学技術研究所
URL：https://www.j-shis.bosai.go.jp/

各地域における、地震による死者
数（最大推計）が表示以上となる
確率が今後30年間で３％



東京大学情報学環総合防災情報研究センター 防災コラムより

「３％ の重み」 飯高隆先生（東京大学地震研究所） 2022年9月1日

それは授業の時であった。日本の内陸地震についての説明をしていた。（中略）
「皆さんの住んでいる地域には断層があって、その断層帯は、今後30年の間に地震が発生する可能

性が、我が国の主な活断層の中ではやや高いグループに属することになっています」。
この一言に、学生たちは幾分緊張したようであった。
「その確率は0.1～3%未満」。学生たちも安心したようであった。

日常生活の中での3%以下の情報にどう対処すればいいのか。
普通であれば、それはほぼ起こらないこととして、頭から離れてしまうような数値であるといえる。
そこで続けた。
「ちょっと考えて欲しい。皆さんが卒業して、政府や地方自治体の防災担当となった時に、今後30

年で活断層の活動の可能性が3%あるといわれたとき、どのような対策や行動がとれるだろうか？」
「2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震の前に、東北地方の自治体あるいは政府の防災担当者

だったとして、1000年に一度起こるかもしれない貞観地震の存在を知らされたとしたら、どんなこと
ができただろうか」。
学生たちの戸惑いが感じられた。
災害はひとたび起こってしまうと取り返しがつかない。
発生確率3%の情報を前にどのような対応をとればいいのか、どうするべきなのか。
常日頃から考えておくべきことなのだと思う。

出典：東京大学情報学環総合防災情報研究センター 研究レポート
URL：https://www.j-shis.bosai.go.jp/



二次元の街ではなく、リアルな街の中で、
絶えず、自分たちにできることを



まとめ

子どもたちに輝かしい未来と夢を届け、こどもたちの代弁ができるよう、
災害対策にも、情熱を注ぎたい！（個人的な想い）

きたる大規模災害に向けて、
防災、減災、早期復旧などさまざまな観点で、
個々の医療機関だけでなく、地方自治体や民間企業、そして患者・家族とともに、
子どもを含む要支援者を取り巻く災害対策の向上を！

BCPなどの計画作成、研修・訓練、地域における自発的活動などを通じて、
自助力を強化ください！
そして、共助や公助を上手くつかえるよう、
どのように連携していくのかも確認が必要です！
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